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１．はじめに

丸菱呉服店とは
丸菱呉服店（以下、丸菱）は、1926（大正

15）年に東京で操業を開始した呉服店である。
婦人雑誌『婦女界』（1926年11月）では五大呉
服店として高島屋、三越、白木屋、松坂屋と並
びその名を挙げられている。店舗は丸の内ビル
ディング（以下、丸ビル）に構えていた。経営
者の美川多三郎は、松屋呉服店の副支配人と大
丸呉服店の専務取締役を歴任した人物である。

丸菱の名称から丸ビルや丸ビルを経営する三
菱との繋がりを連想させるが、商標の由来につ
いて『広告主名鑑』１（大正16年版）２に「偶成」
と書かれているように、丸ビルの大屋と店子以
上の関係はない。むしろ、前大丸東京支店長で
あった北村新一を支配人兼雑貨部部長に据え、
大丸の丸ビル店（以下、丸ビル大丸）にて主任
級の役職についていた川村勤吾を呉服部長に、
山田春男を事務部長にするなど、大丸との関
係が強くみられる。丸菱の従業員も約300名の
うち、三分の一近くが丸ビル大丸の店員であっ
た。３

開店当初は呉服部と雑貨部、食堂があるのみ
で、百貨店経営を行っている他の呉服店のよう
な家具や食料品は取り扱っていなかった。しか
し、『広告主名鑑』（大正16年版）の営業科目の
項目には「百貨」と記載があり４、広告費につ
いても「開店日浅く、広告予算は微弱なれども
将来は売り上げの一割五分使用の意向なり」と

あることから、他の百貨を取り扱う呉服店同様
の規模を目指していた様子がうかがわれる。し
かし、開店からわずか８年後の1934（昭和９）
年に丸菱は店をたたむこととなった。

２．研究目的

『婦女界』にて五大呉服店として丸菱と併記
された呉服店はいずれも江戸時代に起源を持
ち、『婦女界』が発行されていた当時も百貨店
として盛んに商売を行っている。近代の服飾史
研究上でもこれらの呉服店系百貨店の動向につ
いてはしばしば触れられているが、丸菱の名を
目にすることはほとんどない。本研究では五大
呉服店と記されながらも、その実態についてこ
れまで言及されてこなかった丸菱呉服店につい
て、明治時代以降の呉服店系百貨店の動向と共
に述べながら明らかにいていく。

３．呉服店系百貨店

呉服店系百貨店とは
本稿では、呉服店から発展し百貨店経営に

至った百貨店を「呉服店系百貨店」と総称する。
主に表１の百貨店がこれに該当するが、木綿商
から操業した高島屋も本稿において「呉服店系
百貨店」に区分するものとする。

こうした呉服店系百貨店のなかでも、明治時
代から昭和時代前期までの新聞雑誌内で「五大
呉服店」「五大百貨店」と一括りにされる百貨
店がある。それは三越、白木屋、松屋、松坂屋、
高島屋、大丸の６つである。大丸を除く５つは、
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「日本百貨店協会」の前身となる「五服会」を
1919（大正８）年に結成している。この５つの
共通点は、東京市内にある呉服店系百貨店だと
いうことである。五服会が1924（大正13）年に「日
本百貨店協会」に改称した際は、大丸や十合な
どの大阪や名古屋の呉服店系百貨店も加盟して
いる。

五大百貨店は東京という立地条件で考えるの
であれば、三越、白木屋、松屋、松坂屋、高島
屋の５つであるが、1929（昭和４）年の『中外
財界』５では、「五大百貨店の業績」という表題
の記事で三越、松屋、白木屋、高島屋、大丸の
名前を挙げている。６ここに松坂屋が含まれな
かった理由は、松坂屋が営業報告を非公開とし
ており、百貨店の業績を比較することができな
かったためである。しかし業績を元に松坂屋を
除く百貨店を五大百貨店として括る場合に、５
つ目として名前が挙がるのが大丸であることか
ら、東京に店を構えているという条件でなけれ
ば、三越、白木屋、松屋、松坂屋、高島屋、大
丸のどれもが五大百貨店として名前を挙げられ
ても不思議ではないといえる。

呉服店から百貨店へ
日本の百貨店は呉服店から始まったものが多

い。最初に百貨店化を行ったのは三越で、1904
（明治37）年のことである。呉服店の従来の販

売方法は、客が番頭に声をかけ、番頭が丁稚に
奥から品物を持ってこさせることで客はようや
く商品を目にすることができた。値段も番頭に
確認するまで知ることができなかった。しかし
欧米の百貨店では、値札のついた商品が陳列さ
れた状態で販売されており、消費者自身で品物
と値段を確認することができた。日本最初の百
貨店となった三越は、店内の一部を従来の座売
りから陳列販売に切り替えることで欧米の百貨
店の仕組みを導入し始めた。ほかにも仕入れや
販売などの部門に責任者を配置して業務分担と
責任を明確にしたり、住み込み制度の廃止や給
料制を導入したりした。建物も欧米の百貨店を
視察した建築家により手掛けられ、土蔵の呉服
店から洋式の店舗に変わり、従来の呉服店経営
からの脱却を行っていった。そして三越の百貨
店化以降、大丸や高島屋などの呉服店が百貨店
経営に切り替えていき、呉服店系百貨店が続々
と誕生していった。

呉服店が百貨店化するにあたり行ったのは、
座売りの廃止や陳列販売の導入だけではない。
食料品や家具、雑貨など多様な商品を取り揃え、
一つの店舗で様々な商品を選ぶことを可能にし
た。同時に消費者の利便性を改善し、消費者が
足を運ぶのを待つのみならず、消費者を呼び込
むためのアプローチも行った。その一つが展覧
会の開催である。

表１　呉服店から発展した百貨店

百貨店名
（現代）

呉服店名
（江戸～明治時代） 創業

松坂屋 伊藤屋 1611（慶長16）年に呉服店として創業
東急百貨店 白木屋呉服店 1662（寛文2）年に呉服・小間物店として創業
三越 越後屋呉服店 1673（延宝1）年に呉服店として創業
大丸 大文字屋 1717（享保2）年に呉服店として創業

そごう 十合呉服店 1830（天保元）年に創業の「大和屋」（古手販売）が
1877（明治10）年に呉服店へと名称変更

松屋 鶴屋呉服店 1869（明治2）年に呉服店として創業
伊勢丹 伊勢屋丹治呉服店 1886（明治19）年に呉服店として創業
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日本で展覧会が行われたのは明治時代になっ
てからのことである。日本最初の博覧会は1871

（明治４）年に西本願寺書院で開かれたもので、
書画や骨董の陳列会であった。明治政府主催の
博覧会は、1872（明治５）年に東京湯島聖堂大
成殿で開かれた。そして1877（明治10）年に上
野で開催された第一回内国勧業博覧会内で、美
術品を陳列した部門を美術館と称した。百貨店
では三越や高島屋が美術部を設置し、1910（明
治43）年から展覧会を頻繁に開くようになった。
展覧会は工芸や日本画、洋画や写真など様々な
テーマで行われたが、「百貨店は消費經濟に於
ける重大な使命を有するのみならず、或は風俗
展覧會を開いたり、又は科學に關する實驗を見
せたり、社會教育の使命があるかの如く、種々
なる催物を開催する」７とあるように、美術工
芸品の展覧会以外にもとかく催事を開いていた
ことがわかる。百貨店において展覧会は、消費
者の足を向けさせる戦略として機能していた。

消費者を呼び込むために行ったことは他にも
ある。その内の一つが廉価販売である。価格で
の訴求は昔も今と変わらない。「百貨店廣告の
磁石とも云ふべき廉賣品は特定の部を通じてそ
の店に華客を惹き付ける。斯して華客を惹き付
け得れば店内装飾やその他の販賣術によつて
より以上の購買興味を想像するのである」８と
あるように、広告に出された安値や大売出しの
文字で百貨店が客を惹きつけていたことは、大
正時代すでに知られていることだった。安売り
の先駆者は高島屋であり、1908（明治41）年に
行った価格均一の売り出しは大きな効果があっ 
た。９高島屋は1920（大正９）年にも「特別安
売りデー」を３日間に渡り開催しており、連日
の長蛇の列に「當時の店としては未曽有の成績
を収め得たる」10と書き残すほどの盛況ぶりで
あった。

百貨店は廉価販売を行うために、卸業者を通
さず産地から直接仕入れを行ったり、大量に仕
入れることで一個あたりの仕入れ価格を低くし
たりするなどの工夫を行っていた。しかし、た

だ安値であれば良いということではなかった。
「廉価理由が明らかにされることは販賣術上必
要である。漠然と價格を下げることは品質に疑
いを抱かせしむる理由になるからである」11と
あるように、安くとも一定の品質が保たれてい
なければ、客の足は遠のいてしまう。実際、呉
服店が百貨店経営へと切り替わり始めたころ、

「勧工場」12と呼ばれる販売形態が存在してい
た。勧工場では一ヶ所で多品多種の陳列販売が
掛け値無しで行われており、客は品物や価格を
比べながら商品を選ぶことができた。明治30年
代まで盛況を博したが、商品を購入するのでは
なく「みる」ことを目的とした客を多数集めて
いくことになり13、また、「買う気のあまりな
い見物人を引き寄せるために商品の外観や値段
を工夫せざるをえなかったのであり、それがい
きすぎた結果、勧工場の商品には粗悪品という
悪評さえ立てられた」14とされている。そんな
勧工場の様子について、山本笑月は「然るに追
い追い素人向きの安物仕入れが多く、果てはな
んだ勧工場ものかと、安く扱われる始末となっ
て折角の全盛もいつか下火、大抵没落した明治
の末年」15と綴っている。ただ安く売るばかり
では商売が成り立たないうえに、信用のおける
商品を売らなければならない。そこで百貨店は、
他店でも扱われている共通の品に関しては宣伝
のために安く販売し、自社のみが取り扱う商
品は通常の価格で販売した。16そうすることで、
複数の店舗を回って価格を見比べて購入を決め
る消費者たちに自らの百貨店を選ばせ、他の商
品も手に取ってもらおうと考えた。

こうした展覧会や廉価販売の周知や商品の宣
伝をするために、呉服店系百貨店は宣伝広告に
も力を入れていた。『広告年鑑』（大正16年版）
で「百貨店は小賣廣告界の第一位を占めてゐ
る」17とあることからも、宣伝広告への力の入
り方がわかる。百貨店が主に利用する宣伝媒体
は、新聞や雑誌のほかショーウィンドウ、電気
看板、劇場プログラム、電車内広告などである。

『広告年鑑』（大正16年版）の広告主総覧の区分
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図１　丸ビル2階商店街見取り図（『婦女界』　1926年6月、国立国会図書館所蔵）

として呉服店系百貨店が登場するのは５番目18

にあたる「呉服と雑貨」の区分である。そこに
は呉服店系百貨店以外にも洋服商や足袋の製造
元などの染織品を取り扱う会社が41社19載せら
れている。記載項目は社の代表者と広告部長（責
任者）の氏名に始まり、全体の宣伝広告費を各
宣伝媒体に何割使用しているか、１年間に新聞
広告にかける予算の概算、広告部長の意見など
14項目にわたり、新聞業界が呉服業界を取引相
手として注視していることがわかる。

このように、呉服店は百貨店化するにあたり
様々な取り組みをおこなってきた。初めはデ
パートという名称が普及せず、「広告で「デパー
トメントストーア」を小さく、「いとう呉服店」
を大きく書いた。デパートメントストーアだけ
では頼りない、呉服店もつけようと併記したの
だろう」20と述べられている広告21も存在する
が、1925（大正14）年に松坂屋が店名から呉服
店の文字を取り去り、次いで1928（昭和３）年
に三越、白木屋、大丸も呉服店の文字の使用を
やめている。このように、呉服店系百貨店が経
営方法だけではなく名前においても呉服店の殻

を破ろうと試行錯誤していた時代に、呉服店系
百貨店に加わるべく奮闘したのが、丸菱呉服店
である。

４．丸菱呉服店の挑戦

先に述べたとおり、丸菱は美川多三郎が立ち
上げた百貨を取り扱う呉服店である。丸ビル２
階に店舗を構え、1926（大正15）年５月１日に
開店した。1926年６月の『婦女界』に、新装開
店後の丸ビル２階の店舗配置図が載せられてい
るが、これをみると２階の店舗面積の約半分を
丸菱が使用しており、他の商店に比べ大きな面
積を有していたことがわかる。前述のとおり、
開店当初は呉服部と雑貨部、食堂があるのみ
で、百貨店経営を行っている他の呉服店のよう
な家具や食料品は取り扱っていなかったが、「丸
ビル一二階商店街全部を一つの百貨店と見做し
て、その中の呉服部、雑貨部といふのだけを丸
菱呉服店で充たさうとした爲めであつて、丸ビ
ル内小賣商店の共存共栄を大いに配慮した結果
だと當事者は説明している」22とあり、詭弁的
ではあるが百貨店として丸菱に足らない部分を
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丸ビル商店街を含めることで広義での百貨店と
見做そうとしていたことがわかる。

経営者 美川多三郎
丸菱の創業者である美川多三郎（1867-1939）

は、1867（慶應３）年に内藤太郎右衛門の三男
として山梨県に生まれた。1888（明治21）年に
美川鹿松の養子となったことで美川の姓になっ
た。1879（明治12）年に松岡商店に入った23の
ち、横浜の鶴屋呉服店に勤め、仕入れの任にあ
たっていた。24その後、松屋呉服店に移ってか
らも、美川は仕入れ方として活躍していた。25　

1900（明治33）年に松屋呉服店東京の主任とな
り、さらに1902（明治35）年には副支配人を任
された。26

松屋呉服店を辞任後は神田や本所に個人経営
の呉服店を開いていたようだが、27　1914（大正
３）年に大丸大阪店に入った。美川の肩書を説
明する際によく用いられているのが「元大丸専
務」というものだが、大丸ですぐに上の立場
に立ったわけではなく、1926年の『日本紳士 
録』28では大阪大丸呉服店の店員との表記がな
されている29。美川が専務取締役に就任したの
は、1920（大正９）年のことである。美川が専
務になるまでの経緯は次のとおりである。明治
維新後の大丸は経営を波に乗せることができ
ず、1908（明治41）年に株式合資会社として資
産の整理を行い、1910（明治43）年に東京本店
と名古屋店を閉鎖した。この経営の悪化は「世
運急進ノ時ニ際セルニ拘ハラズ、唯旧慣ヲ墨守
スルニ過ギザリシヲ以テ、稍時勢ニ遅レタリト
ノ世評ヲ免ルルヲ得サルニ立至リタリ」30とあ
るように、従来の経営方法を守っていたことが
影響していると考えられる。1913（大正２）年
以降、座売りの撤廃や販売品目の拡大など、他
の呉服店系百貨店に追従した販売手法を取り入
れたが、1914年に手形の不渡りを出している。
この手形の不渡りにより、「大正三年の六月に
は整理断行のやむなきに至り、各本支店共に債
権者の手に渡さねばならなくなつた」31と記さ

れるほど経営が悪化した。しかし、債権者会議
において「此處で古い暖簾を有して居る大丸を
つぶすことは、情に於ても忍び得ず、又御互ひ
のりえきにもなるのではないと主張する者があ
つて、誰か之れを整理して元の大丸に戻す適当
な人があつたならば、其れに一切を挙げて任さ
うではないか」32と一決された。そうして債権
者委員が白羽の矢を立てたのが美川であった。
美川は1917（大正６）年には100万の資本金を
３倍にし、大丸は次第に勢いを取り戻していっ
たが、1920（大正９）年に京都店および大阪本
店が立て続けに火災の被害にあい、大阪本店は
全焼してしまった。さらにこのとき、大丸の主
家である11代目下村が病に臥せっているという
状況にあった。美川は健康を損なっている下村
を煩わせまいと、資金融通、店員や債権者、専
属職工に対する処置を全て独断で決断し、決行
したとされる。33この火災による被害をきっか
けに大丸は株式会社化し、取締役社長に11代目
下村正太郎、支配人であった美川が専務取締役
へと就任した。

こうして大丸の立て直しに尽力してきた美川
に転機が訪れたのは、里見純吉の大丸入社と専
務取締役就任である。里美は慶応義塾大学理財
科を卒業し、三越に籍を置いていたが、従業員
の待遇改善や週休制導入に対する提案が三越に
受け入れられず、退社している。百貨店業界に
再び足を踏み入れることは無いと考えていた里
見であったが、三越に受け入れられなかった考
えに下村が同意を示したことで大丸に入ること
を決意した。そして里見は1923（大正12）年３
月の末に、大丸に専務取締役として初出社して
いる。

美川は里見が専務取締役に就任したのと入れ
替わるように、丸ビル大丸の責任者に着任した。
1923年３月15日に丸ビル出張所を開設し、美川
が采配を振るうこととなった。出張所は丸ビル
の６階ワンフロア（440坪）を大丸として使用
して営業を開始し、当初の従業員は150名であっ
た。しかし、同年の９月１日に関東大震災に見
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舞われてしまうこととなる。震災直後は他店が
大きく被災したのに対し丸ビル大丸は被害が少
なく、いち早く営業を再開できたため売り上げ
は好調であった。その様子は、高浜虚子34の随
筆にも記されている。

　二階の大丸呉服店にも客が殺到した。これ
より前大丸の店は客が店員より少いという評
判であった。震災後になって俄に客が激増し
た。それはその筈である。日本橋、京橋、神
田というような目抜きの場所は悉く焼尽して
しまって、わが丸の内だけが無事であったの
だもの。それに丸ビルに新しく出来た商店街
だけが無事であったのだもの。大東京の客は
皆この丸ビルに集まった。一時は食堂、呉服
店のみならず、丸ビルの十字路に設けられて
いるあらゆる店は、悉く繁昌した。東京繁昌
の中心は丸ビルにあるかの観を呈した。
　その後三越、松屋等が復興してから、又日
本橋銀座等の繁昌はもとの通りとなった。し
かしながら東京停車場を前に控えた大玄関の
丸の内一帯は震災前とは一大変化を来して、
新繁昌の中心地となろうとしている。35

開店当初は丸ビル６階に売り場があった丸ビ
ル大丸であったが、震災後には１階にも丸ビル
大丸の出張所を出店した。さらに丸ビルの補修
工事期間は東京駅前に丸ビル大丸の仮営業所を
構えて販売をおこなっていた。丸ビルの補修工
事後は２階ワンフロアを新たな丸ビル大丸の本
拠地としたが、松屋・三越などの他店が営業を
再開し始めると客足が落ち、ついには東京引揚
を余儀なくされた。そして、美川は150万円の
赤字の責任をとり、1926年２月に大丸を辞する
こととなった。

大丸を辞した３か月後の同年５月、60歳とな
る年に美川は丸菱を立ち上げた。大丸を辞め、
丸菱を創業するまでの間には、銀座ビルディン
グの借入れに成功した松屋の開業準備を手助
けしていた36とされ、松屋の家庭部創設にも関

わっていたようである37。しかし、銀座ビルディ
ングでの松屋開業は1925年のことである。仮に
美川が銀座松屋に関わっていたとするなら、大
丸に籍を置いたまま他の百貨店を手助けしてい
たということになるため疑義が残る。

丸菱の閉店は1934年のことだが、美川は1927
（昭和２）年４月には丸菱の経営から離れてい
た。開店から１年も経たないうちに10万円の債
務を残し、丸菱を去っていたのだ。38美川のあ
とに経営を整理すると称して丸菱に入った常務
渡邊武と専務横井太郎は債務の整理をすること
なく経営を続け、それを見かねた小村庶務の告
発により、1929年１月に横井は背任横領で訴え
られている。同３月17日の株式総会にて渡邊、
横井両名は引責辞任をし、久富楠太郎が常務に、
北村新一が専務の席につくこととなった。『広
告主名鑑』（昭和５年版）では、社名から呉服
店の文字が消えて「丸菱」と表記されており、
店史の欄には「大正十五年創業せる丸菱呉服店
を継承し、昭和四年五月一日開店」とあること
から、場所や商標を引継ぎながらも、別の組織
になっていることがわかる。

丸菱の経営から離れた後の美川は、1931（昭
和６）年に、阪急百貨店に籍をおいた。阪急百
貨店は1929（昭和４）年に開業したが、その前
身は1920（大正９）年に開業した阪急直営の食
堂であり、百貨店として取り扱う品物も当初は
食料品や日用雑貨が中心であった。呉服商や繊
維商から百貨店となり、呉服に力をいれていた
三越や高島屋などとは異なる路線をとっていた
が、1931年に美川を高級な呉服の取り扱い経験
のある呉服の権威39として顧問に迎え、京都丸
紅を通して京呉服を取り扱うようになった。

また、阪急百貨店以外にも中国の大連商工会
議所でも支配人として采配を振るったことが

『昭和十年七月調査　大連市に於ける営業分布
に関する調査』（1936）の記述40から確認でき
るが、今回はその任期や具体的な業績を明らか
にするに至らなかった。
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表２　呉服店系百貨店の広告宣伝費と宣伝媒体

店名 1年間の新聞
広告費概算（A） 宣伝広告の比率（B） 全体の宣伝広

告費（円）※1 契約（一般掲載）の新聞、雑誌名 広告の取引先

丸菱呉服店
（東京） 3万5千円

新聞広告　70％
雜誌広告　20％
ポスター・ショーウインドウ・その他　10％

50,000 特に契約新聞無し、臨時必要に応じ
て 電通、正路喜社

三越呉服店
（東京） 12万円

新聞広告　85％
雜誌広告　2％
ポスター・ショーウインドウ・その他　13％

141,176 東京斯く日刊新聞十段以上
雑誌は主として婦人雑誌（各一頁）

電通、帝通、弘報堂、
日進通信、京華社、
正路喜社、博報堂、
広天社

松屋呉服店
（東京） 8万円

新聞広告　60％
雜誌広告　15％
ショーウインドウ　15％
その他　10％

133,333 東京市内日韓新聞17社（平均約八段）
大阪並びに地方紙は臨時以外になし

電通、帝通、博報堂、
弘報堂、正路喜社、
広天社、豊国通信社

白木屋呉服店
（東京） 7万円 新聞広告・雜誌広告　65％

ショーウインドウ・印刷物・その他　35％ 107,692
東朝、東日、時事、都、國民、読売、
万朝中央、報知、大毎、大朝、大時（各
二段）、地方新聞（東北・北海道・全国）

電通、帝通、豊国

伊藤松坂屋呉服店
（東京） ９万円

新聞広告　80％
雜誌広告　5％
ポスター　5％
ショーウインドウ・その他　10％

112,500
東京各紙に（平均十段内外）東京際
もより地方新聞、雑誌数種、婦人雑
誌（一頁）

帝通、電通、京華社、
白鳳度、正路喜社、
万年同、弘報堂

伊勢丹呉服店
（東京） ３万２千円

新聞広告　65％
雜誌広告　20％
ショーウインドウ・その他　15％

49,231 東日・東朝・報知・時事・国民・読
売（平均各四百行内外）

豊国、電通、帝通、
眞淵、正路喜社

高島屋呉服店
（大阪） 4万円

新聞広告　60％
雜誌広告　20％
ポスター・鉄道沿線広告版・ショー
ウインドウ・その他　20％

66,667
大朝、大毎、大時、各七百行外市内
日韓新聞及び地方新聞30社、女性・
苦楽（各一頁）、月刊雑誌臨時広告
50社各一頁

万年社、京華社、旭
広告、電通

松坂屋呉服店
（大阪） 3万円

新聞広告　50％
ショーウインドウ　20％
その他　30％

60,000
大朝・大毎（各七百行）、大時（四百
行）、外市内新聞（各百行）、雜誌女
性（一頁）

電通、万年社、京華
社

三越呉服店
（大阪） 7万円

新聞広告　83％
雜誌広告　2％
ポスター・ショーウインドウ　15％

84,337
大朝・大毎・時事（各一頁）、大阪
市内日刊新聞（八段ないし十段）、
主なる月刊雑誌（各一頁）

万年社、電通、京華
社、第一広告社

大丸呉服店
（大阪） 7万３千円

新聞広告　55％
雜誌広告　10％
ポスター　3％
鉄道沿線広告版　3％
電気広告　3％
ショーウインドウ　13％
その他　13％

132,727
大朝・大毎・大時（各二千行）、週
刊朝日月一回一頁、その他臨時広告
市内各日新聞二百ご従業平均、雜誌
数種

万年社、京華社

白木屋呉服店
（大阪） ３万円

新聞広告　70％
雜誌広告・ポスター・鉄道
沿線広告板・電気広告　20％
ショーウインドウ　10％

42,857 大朝・大毎・大時（各十段平均）、
市内日刊数社

万年社、旭広告、電
通、京華社、東洋社

丸菱呉服店の挑戦
関東大震災後、家屋抵当貸付金が勧銀、農工

などに薄かったのに反し、店舗建てに厚かっ 
た41こともあり、小売業者が激増したとされる。
しかし、震災後の経済不況の影響から消費者の
購買力は低くなっており、1926年から1930年ま
での間に小売業者は5,668増加するも、41,204廃
業している。42そうしたなか、「支拂の確實性、
仕入量の多額等資本信用の威力によつて比較的
廉価に商品を提供出來る強味に加へて、震災以
來の急角度奈経営方針の轉向、即ち目ざましい

大衆的進出、たえざる催物、廣告、無料の配達、
無料休憩室等々による顧客吸引策の充実」43に
より小売業者を圧倒したという呉服店系百貨店
と同じ業種に乗り出した丸菱は、百貨店経営に
際してどのような戦略を持って挑んだのであろ
うか。

前述のように、百貨店業界は宣伝広告に力を
いれていたが、丸菱も同様に宣伝広告を重視し
た姿勢でいたことが、丸菱が創業したのと同じ
1926年に刊行された『広告主名鑑』（大正16年版）
からうかがえる。このなかで営業科目に「百貨
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十合呉服店
（大阪） 5万円

新聞広告　60％
ショーウインドウ・その他　
40％

83,333 大朝・大毎・大時（各二千行）、其
他市内新聞全部

広告業者を通さず直
接取引

大丸呉服店
（京都） 6万円

新聞広告　70％
雜誌広告　10％
ショーウインドウ　10％
その他　10％

85,714
大朝・大毎（各一千行）、京都日日・
京都日之出（各五百行）、地方紙2
～3社

京華社、万年社

高島屋呉服店
（京都） 5万円

新聞広告　70％
雜誌広告　5％
ポスター　5％
鉄道沿線広告版　5％
ショーウインドウ　10％
その他　5％

71,429 大朝、大毎、京都、日之出、京都日日、
京華その他平均八段 京華社、万年社

鶴屋呉服店
（横浜） 3万円

新聞広告　55％
雜誌広告　10％
ポスター　5％
鉄道沿線広告板　5％
ショーウインドウ　5％
その他　10％

54,545
横浜毎朝・横浜貿易・横浜経済・東
京新聞神奈川版のもの全部（各四百
行内外）

広告業者を通さず直
接取引

表は『広告主名鑑』（大正16年版）の内容を元に作成。
※１：AとBを元に算出

店」と記載がみられる呉服店系百貨店と丸菱の
宣伝広告の状況をまとめたものが表２である。
各呉服店系百貨店が１年間にかける新聞広告費
と宣伝広告の比率を元に、全体の宣伝広告費を
計算すると、丸菱が宣伝広告にかける予算は東
京に店を構える呉服店系百貨店に比べて半分以
下の金額である。しかし、各呉服店系百貨店の
大阪店における宣伝広告費とは同程度の金額を
割いていることがわかる。創業１年目から広告
費に予算を割いているうえに、前述の通り、将
来的に売り上げの１割５分を広告予算として使
用する予定であるということや、多くの呉服店
系百貨店が利用していた電通や征路喜社を広告
代理店としていることから、丸菱が他の呉服店
系百貨店と同様の百貨店運営を目指していた様
子がわかる。また、他の呉服店系百貨店が広告
宣伝の中でもっとも予算を使っていた新聞広告
に丸菱の宣伝広告予算の大半を割いていること
からも、呉服店系百貨店の宣伝方法を踏襲して
いる様子がうかがえる。実際に丸菱は1926年か
ら1928年の間に朝日新聞では83件、読売新聞で
は30件の安売りや商品宣伝、展覧会の広告を掲
載している。

また、屋号である「丸菱呉服店」も、丸菱の
戦略の一つだと思われる。丸菱が店舗を構えた
丸ビルと、丸ビルの運営会社である三菱の両方

を連想させる「丸菱」という名称により、三菱
が呉服（百貨店）業界に新たに進出したような
印象を与え、何の後ろ盾もない個人の呉服店に
人々の注目を集めようとしていたと考えられ
る。現に、丸菱が開店した翌月に発行された政
治産業経済雑誌に「三菱を背負ふ、丸菱は財力
に於て憂ふる所がないと思う」44と記されてい
る。丸菱の屋号については『文芸春秋』におい
ても「丸ビルは三菱地所部の管理であり、三菱
は丸ノ内の旦那樣であるから、丸菱の二字を無
斷借用しても、世間はその百貨店の背景に大三
菱が控えて御座ると思はぬものでもない」45と
述べられている。消費者のどれ程が丸菱と三菱
が無関係であることに初めから気づいていたの
だろうか。

丸菱は他の呉服店系百貨店との連携も行って
いた。1926年９月には三越、松屋、松坂屋、丸
菱各呉服店意匠部員、都下の若手図案家17名と
共に商業美術家協会を組織し、その第一回とな
る作品発表会を丸菱の店内で開催している。46 

また、呉服店系百貨店に倣い展覧会も開催し
ており、「全関東写真連盟第二回芸術写真展覧 
会」47や「主情派美術展」48、「第一回六書院作
品展」49などの開催が新聞から確認できる。こ
うした展覧会の開催も、呉服店系百貨店の集客
方法を踏襲したものだと思われる。
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他には、マネキンガールの使用により世間の
注目を集めることも行った。マネキンガールと
は商品を身につけて宣伝・販売した女性のこと
で、衣服の展示販売を目的とする人形であるマ
ネキンと同じ役割を担っていた。丸菱はマネキ
ンガールの元祖とされているが、丸菱より先に
マネキンガールとして生きた人間が宣伝販売を
行った前例が存在している。1927（昭和２）年
９月15日から21日まで、高島屋が日活の女優５
名に流行の衣装を着せ、店内をぐるぐると歩か
せたあとに一階の路面に面したショーウィンド
ウに立たせるという催しを開催しており、これ
が日本で最初のマネキンガールであるとされ
る。50高島屋に続いて三越が女優の水谷八重子
を、松坂屋がダンサーや蒲田あたりのワンサー
ガールをマネキンガールとして使用している。
では、丸菱が何故マネキンガールの元祖とされ
るに至ったかというと、既に職業婦人として働
く女性をマネキンガールとして採用したのでは
なく、新聞広告51から募集した素人をマネキン
ガールとして使用したことにある。この素人を
マネキンガールに採用してのPRは1928年11月
１日から20日までの20日間とこれまでに無い長
い期間で行われ、世間の注目を集めると共に、
マネキンガールという言葉を普及させた。この、
素人からのマネキンガールの募集という手法は
名古屋の松坂屋も真似ており、1929年４月１日
より開催された春の流行衣裳陳列で、新聞広告
で募集した７名のマネキンガールを使用し、盛
況を博したとされる。52また、この時マネキン
ガールとして働いた長谷川清子こと駒井玲子は
丸菱での20日間の仕事を終えたのち、マネキン
ガールという仕事を確立するために、丸ビルに
店舗を構える丸の内美容院の経営者である山
野千枝子を代表にして「東京マネキン倶楽部」
というマネキンガールの派遣事務所を設立し
た。その発会式は1929年４月に開かれているが、
1929年２月刊行の『三越』に「最近新しく組織
されました東京マネキン俱樂部」の表記が見ら
れることから、活動自体は発会式よりも前から

行われていたと思われる。なお、東京マネキン
倶楽部は設立から一年とたたずに同名の「東京
マネキン倶楽部」として駒井玲子を代表として
独立している。このように素人をマネキンガー
ルとして用い、一般女性の仕事として新たにマ
ネキンガールという職業を作り出すきっかけを
作ったことから、丸菱はマネキンガールの元祖
という印象を抱かれていたのである。

マネキンガール以降も、丸菱は百貨店として
の新しい取り組みを行った。それは月賦販売で
ある。月賦販売では、消費者は商品代金の一部
だけを支払った状態で商品を受け取り、残金は
何回かに分割して支払うことになる。月賦販売
はイギリスやアメリカがその起源であるという
説があるが、日本では田坂善四郎（1876-1931）
が1904（明治37）年に博多に「丸善・田坂漆器
店」を構え、客層である月給生活者に合わせて、
20回掛けの20回払いを行ったことから編み出
されたとされる。53丸菱が月賦販売を始めたの
は1929（昭和４）年10月のことで、「同店千百
坪の賣場の中に百坪の月賦販売部を特設し、そ
こに在る品物だけを賣る」54という販売形態を
とっていた。月賦販売品は19品目55であり、壊
れやすいラジオと、季節ごとに変わる洋服は３
か月、その他は５か月の月賦としていた。月賦
販売売場の商品は割高に値段が設定されてお
り、この売り場の商品を現金一括で購入する場
合は一割の値引きがされた。また、購入申し込
みの際には保証人を一名用意するほか、事前の
信用審査もあり、月賦販売の申込者のうち、三
分の一のみしか月賦販売の契約を成立させるこ
とができなかった。56そして丸菱が月賦販売を
始めた翌年の９月に、白木屋も月賦販売を開始
している。白木屋は丸ビル１階に出張販売所が
あったことから、丸菱の状況を観察したうえで
月賦販売を取り入れた可能性も考えられる。

以上のように、すでに五大百貨店が立場を確
立した百貨店業界に新たに飛び込んだ丸菱は、
ただ五大百貨店に追随するだけではなく、した
たかな戦略と新たな取り組みをもって臨んでい
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たことが明らかとなった。
では、戦略と挑戦とを掲げた丸菱が経営に失

敗した理由はどこにあるのであろうか。丸菱が
店舗を置く丸ビルは、最初は店子を選んで入居
させていた。毛糸屋二代目石崎禮一によると、
店の出店を銀座にするか、出来たばかりの丸ビ
ルにするかで迷った石崎の父は「大屋さんの方
針で、一階の出店は東京の老舗だけに限り、二
階の事務所でよければとのことで、今の処に
入ったそうです。」57と丸ビル出店の経緯を語っ
ている。

丸ビルの家賃は当初、坪単価であり、地階が
５円80銭から７円、一階が23円から27円、二
階以上は10円から10円85銭58であった。呉服
店系百貨店の家賃でみると、大正12年８月末
時点で白木屋は１階を1,917円、大丸は１階を
1,016円60銭59、６階を5,293円20銭で賃借して
いた。60そして丸ビルは丸菱が開店した1926年
５月に丸ビル全体の家賃を一割ほど値上げし
ている。この値上げは、関東大震災後の補強
工事による建設費が直接の要因であるようだ
が、商店街を有する丸ビルは他のビルディン
グよりも火災保険料が割高であることや、借
り手の付かない部屋があることも値上げの理
由に含まれると思われる。1926年の10月時点で
は、1700坪ほどの空室がある状況であった。61

二階の大半を賃借していた丸菱は多額の家賃
を支払っていたが、「最近家賃の不拂ひの爲に
〆切を喰つて、世間の評判になつた丸菱呉服 
店」62とあり、開店から３年後の1929年には家
賃を滞納していたことがわかる。1929年４月に
丸菱は３万円の家賃不払いが原因で三菱地所に
より店の出入り口の鍵を換えられてしまい、約
200人の店員が締め出されている。63家賃の不払
いに関しては「何代か前の丸菱は幾月も家賃を
拂はないで、天下の三菱を手固ずらせた」64と
いう記述もみられた。

支払いが滞っていたのは家賃だけではなく人
件費もであった。朝日新聞1929年８月13日の夕
刊で解雇された店員22名が丸菱の取締役であっ

た北村新一を相手に訴訟を行ったことが報じら
れている。この22名は丸菱創業時から雇われて
いたのにも関わらず４月中旬に突如解雇され、
約束していた三か月分の給与も一か月分しか支
払われなかったために丸菱を訴えるに至った。
こうした家賃や給料の不払い等は一度や二度だ
けではなかったようで、「二階には丸ビルの七
不思議のひとつ七轉び八起きの丸菱を中心にサ
ラリーマンが溢れ泳いでいる」65とまで書かれ
ている。

また、震災の影響ばかりが丸ビルでの商売を
苦しくしているわけではない。そもそも、丸ビ
ルはオフィスとマーケットを併設したビルとし
て建設されている。このオフィスに勤める社員
たちもマーケットの消費者として想定されてい
たと思われるが、「丸の内に生活する幾十万の
男女社員等は、その収入の點に於て決して多
方面のそれに優れてゐる譯ではないのであつ
て、御同樣中流以下の社員が大多數を占めてゐ 
る」66とある。つまり、最も丸の内で時間を過
ごしている人々は百貨店の良き消費者となり得
る可能性が低いと言える。また、「彼等は退社
後乃至は日曜日祭日等は（中略）彼らの収入の
全消費者たる家族――をつれて丸ビルを訪れや
うとは夢にも思わない。カラー一本、靴下一側
でも銀ブラの次手に買はんとする」67ともあり、
丸ビルに通勤する社員たちは休日に家族と行く
買い物先として通いなれた丸ビルではなく、銀
座をわざわざ選んでいたことがわかる。

消費者たちが休日の行先として丸ビルではな
く銀座を選んでいた様子は高浜の随筆にも記さ
れている。高浜は、「ホトトギス」の発行所と
して丸ビルの竣工前にその一室を契約してお
り、丸ビルが竣成した大正12年から丸ビルに事
務所を構えていた。高浜は随筆「丸の内」で丸
の内の様子を以下のように書き残している。

日曜の丸ビルは淋しい。エレベーターも半
数は休んでいる。その動いている半数のエレ
ベーターにも乗る人は少ない。
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売店にも客は少ない。
食堂も同様である。かしこに一人、ここに

一人という風に陣取っているだけだ。それも
多くはそとから来た客だ。元来ここの食堂の
客はこの丸ビルに通勤している事務員が多
い。それに又近所の会社の勤め人が多い。日
曜日はそれ等の客がげっそり減るので淋し
い。

九階の精養軒でボーイや女給が雪を投げて
ひまをつぶしているのも道理ある事である。

（中略）
尤も晴天の日であると、又別種の客がある。

女子供が多い。日日通勤している人も、今日
ばかりは和服に著かえて、打ちくつろいだ姿
をして、細君や子供を携えて東京へ遊びに出
かけるのである。それ等が丸ビルの売店をひ
やかしたり、そこの食堂で昼飯を食ったりす
るのも稀にある。然し大概は銀座や三越や又
浅草あたりに行くのであろう。

勤人が細君から命ぜられた買物をして帰る
のは丸ビルが最も便利である。そうでなくて
も大概退け時には一度丸ビルを通過して東京
駅に来るのである。丸ビルの下の十字街が雑
踏するのは、正午の食事時とこの退け時であ
る。

それ等の人は日曜日には無い。銀ブラの盛
んな時間になると、丸ビルはひっそりとする。
勤め人の帰り去った五時頃には売店は大概店
をしまうのである。食堂も七時か八時頃には
大概戸を閉じる。

丸ビルばかりではない、丸の内一帯がひっ
そりする。68

　
「丸の内」では、高浜が丸ビルに事務所を構

えてからの思い出が、いつの出来事であるか明
確な日にちの記載が無いままに書かれている。
しかし、この客足の少ない丸ビルの様子につい
て語られる「日曜日」という小題のなかで、丸
ビル９階に店を構える精養軒のボーイが暇のあ
まり雪の塊を中庭に投げる様子が書かれてい

る。ボーイの投げた雪は、ちょうど丸菱の屋根
に当たったと書かれていることから、「日曜日」
は丸菱が丸ビルに開業した1926年以降から、こ
の「丸の内」が連載された1927年までの丸ビル
の様子を書いたものであることがわかる。

また、丸ビルに勤める女性だけに注目して
みても、やはり丸菱の得意先にはなりえない
ようであった。「丸ビルの職業婦人は全體で
七百五十二人ゐる。七百人と云へば、普通の女
學校より人数が多い」69と、呉服の購買層であ
る女性が多く存在したが、「丸ビルの女は、衣
服の柄が實には派手ある。又、派手である割に
物がよくない。せいぜいメリンス位が関の山で
ある。お化粧が派手なのに着物が粗末なのであ
るからいかにも不調和に見える、然し丸ビルで
は大抵の女が上衣を着て働くので、着物を人に
見せる必要がないのである。」70とあることか
らも、上着を着ていれば下の着物は隠れてしま
うためか、安く派手なものを着用していたよう
であった。このように、丸ビル内には多くの消
費者が存在していたが、彼らの多くが丸ビルで
積極的に消費活動を行う消費者でなかったこと
も、丸菱の経営を厳しくした一因といえる。

マネキンガールで注目と客足を集めた際も、
「飾り窓は見物高い御連中で押すな〱の大盛況、
而もしれがロハのお客野郎ばかりで、靴下一足
買つて呉れないのだから、宣傳に勝つて算盤に
い合はず」71とあるように、新しい取り組みで
あったことが災いして肝心の商品ではなくマネ
キンガール目当ての見物客を多く呼び寄せてし
まった。その結果、マネキンガールへの給料支
払いも滞りがちになった。

そもそも丸菱は、丸ビル大丸が撤退した場所
と従業員とを居抜きして屋号のみを変更して経
営したに近い状況で営業を開始している。大丸
が経営不振を理由に撤退していることから、同
業である丸菱の経営が苦しくなることも当然の
ことといえるだろう。しかし、「大丸閉店数ヶ
月間と云ふものは聯合商店は客足の上に影響が
あることを痛感している」72とあり、丸ビル大
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丸の閉店が丸ビルの総合商店に訪れる客数にも
影響を与えていることから、大丸を目的に丸ビ
ルに足を運んでいた人は決して少なくなかった
様子がわかる。同じ場所に同業の店を開いたと
しても、新しくできたばかりの丸菱が大丸と同
程度かそれ以上の経営を行うことは難しかった
と思われる。だからこそ客の関心を引くために
丸ビルや三菱との関係を連想させるような社名
にし、虎の威を借りることを美川は考えたのか
もしれない。

しかし、立地や消費者だけに問題があったの
ではなく、丸菱自体にも衰退の原因はあった。

「徒らに大百貨店を模倣し、而かも販賣方法を
舊幕時代に即し従業員が機械的に反射的に動く
のみでは彼等一列の自滅である」73と述べられ
ているように、美川がかつて籍を置いた呉服店
の色が強い時代の百貨店の姿から脱しきれてい
なかったことも、丸菱が早々に衰退した要因と
いえる。そうして開店からわずか４年後の1930
年には「瀕死の百貨店」74と書かれるほどの状
態になったのであった。

このように開店からわずか３年後には経営不
振に陥っていた丸菱が、なぜ五大呉服店と称さ
れていたのだろうか。丸菱を五大呉服店として
紹介した婦女界は、新装開店した丸ビル２階の
商店街を紹介する記事を丸菱が開店した翌月に
書いている。そこで開店当初の丸菱の様子を次
のように綴っている。

　丸菱呉服店が五月一日より花々しく開店
しましたので、一入の美を添へ人気をそゝ
つてゐます。品の豊富な事はもとより、店
内には今や沸が如き人気の焦点にある本紙
連載小説「受難華」（菊池寛氏作）の三女性、
寿美子、照子、桂子の人形が、大変な評判
です。75

開店ばかりの丸菱が婦女界で連載中の小説に
登場する人物の装いをさせた人形を店内に展示
するというコラボレーションを行っているが、

これは婦女界社の代理部が丸ビルの２階に存在
しているということが関係していると考えられ
る。開店したばかりで話題となっている丸菱を
利用して、自社の小説をPRする意図があった
のだと思われる。

次に婦女界の紙面で丸菱の名が挙げられたの
は1926年11月の「五大呉服店好みの婚禮衣裳」
という記事である。書き出しには「この頃の流
行を取り入れた結婚式服を皆様にご紹介するた
めに、三越、白木屋、松坂屋、高島屋、丸菱の
五大呉服店に、各自の特色を発揮して、式服を
新調して貰ひました。」76とあり、丸菱の名を
かつて美川の勤めていた松屋や大丸を除いた五
大百貨店と並べて明記したうえで「丸菱好みの
振袖」を紹介している。この２件が婦女界にて
丸菱について書かれた記事の全てである。

婦女界で丸菱が五大呉服店として取り上げら
れたのは丸菱が操業してからまだ半年の時点で
あり、併記された呉服店系百貨店には歴史も規
模も丸菱ではその足元にも及ばない。しかもこ
の号が刊行された２か月後には、創業者である
美川が負債を抱えて退任したくらいの経営状況
であったのだから、飛ぶ鳥を落とす勢いで業績
が上がっていたとも考えづらい。それにも関わ
らず婦女界が丸菱を五大呉服店として紹介した
のは、丸菱が婦女界の広告主になっていたため
だと考えられる。1926年６月から1927年２月ま
でで合計14回、丸菱の広告が婦女界に掲載され
ており、最後の掲載となる1927年２月の広告以
外は口絵と本文の間の頁に掲載があることか
ら、それなりの金額の掲載料を支払っていたと
思われる。つまり、婦女界にとって取引先であ
り、丸ビルの同一階に事務所を構えていた隣人
でもあった丸菱に対する忖度が実情にそぐわな
い五大呉服店の表記に繋がっていたと考えられ
る。

おわりに

美川は、鶴屋呉服店から以後長きに渡り呉服
に関わってきた人物である。一か所に腰を据え
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ず点々と渡り歩きながらも、世間からは呉服販
売の専門家という評価を受け、丸菱の経営失敗
後も阪急百貨店や大連商工会議所に招かれてい
る。大丸呉服店社長の11代目下村正太郎も、「あ
の人々はなか〱特徴もあり、経営の或る部門に
ついては精通もし権威者ではあつた」77と、美
川の能力を認める発言を残している。しかしこ
の下村の言葉には続きがあり、「大丸の経営全
体の重任を帯びて大丸の運命を開拓すると云ふ
素質はなかった」78とも述べている。美川は鶴
屋、松屋に始まり、大丸や阪急などの百貨店で
務めた経歴と呉服販売に関する能力はあれど、
百貨を扱う経営者たる資質を持ち合わせなかっ
たことは、業績不振で丸ビルを撤退した大丸の
跡地に同業種の店を出店したことや、わずか１
年で債務を抱えて丸菱の経営から手を引いたこ
とからもうかがわれる。しかし丸菱が他の百貨
店に先駆けて行った取り組みである素人からの
マネキンガール登用は、他店も追随するだけで
はなく女性の職業を増やすことにもつながっ
た。月賦販売も丸菱が運用後に白木屋が採用し
ており、呉服店系百貨店の歴史を語るうえで丸
菱の名が上がることはなくとも、丸菱の挑戦が
残した影響は確かに存在しているといえる。

謝辞

本稿をまとめるにあたり、長崎巌教授（家政学
部教授）にご指導、ご助言を賜りましたこと、
記して感謝申し上げます。

注

１．新聞雑誌に広告を出す得意先の現勢調査を
行い、効果的な広告を作るための助けとして広
告資料を提供することを目的として1924年から
刊行された。大正16年版では、600の新聞と200
の雑誌の真相を剖判したとあり、「海内海外に
亙る最近の重要記事を網羅したるに至つては、
類書に對して窃に誇りを有するものである」と
述べている。
２．『広告主名鑑』（大正16年版）、新聞之新聞社、

1926、p129
３．『 実 業 の 日 本29（10）』、 実 業 の 日 本 社、
1926、p61
４．前掲書（２）、p128
５．中外商業新報社（現日本経済新聞）の発行
物。1926（大正15）年１月『中外商業新報』付
録の「中が医誠会週報」を改題したものを初版
とし、（昭和14）年２月号を最後に休刊。（国
会図書館 常設展示「第142回　経済誌から見
た戦前　―関東大震災・昭和恐慌・二・二六
事 件 ―」、https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/287276/www.ndl.go.jp/jp/gallery/perma-
nent/jousetsu142.html、2022年９月27日閲覧）
６．『中外財界４（８）』、中外商業新報社、1929、 
p９
７．『商店界［10］（２）』、誠文堂新光社、1930、 
p16
８．山口郁郎編『広告年鑑』（大正16年版）、万
年社、1926、p382
９．高島屋本店編『高島屋百年史』、高島屋本店、
1941、pp152-153
10．前掲書（９）、p253
11．前掲書（８）p382
12．第１回内国勧業博覧会で売れ残った品を恒
常的に販売する場として、1878（明治11）年に
東京府が開催したことに始まった。
13．貞包英之、「近代における消費の変容：勧
工場から百貨店へ」『山形大学紀要（人文学科）
第17巻第３号』、山形大学、2012、p51
14．前掲書（13）、p52
15．山本笑月『明治世相百話』、1936年初出、
青 空 文 庫（2022/ ８/26閲 覧 ）https://www.
aozora.gr.jp/cards/001513/files/51425_70975.
html、
16．『中央公論49（７）夏季特轉號』、中央公論
社、1934、p249
17．前掲書（８）p381
18．「賈薬及薬品一般」、「書籍と雜誌」、「化粧
品」、「会社・銀行・株式」の次に「呉服と雑貨」
が登場する。

― 33 ―

丸菱呉服店の出現と消失



19．三越呉服店、大丸呉服店、白木屋呉服店、
高島屋呉服店、松坂屋呉服店はそれぞれ大阪の
店舗が別に項目立てされている。
20．宮野力也『絵とき 百貨店「文化史」』、日
本経済新聞社、2002、p52
21．松坂屋が1911（明治44）年に出した雛人形
の広告
22．前掲書（３）、p61
23．『大正人名辞典Ⅱ（下）』、日本図書センター、
1989、pミ36
24．関宗二郎編『松屋発展史』、デパスト社、
1935、p83
25．前掲書（24）、p17
26．社史編集委員会編『松屋百年史』、松屋、
1969、p375
27．前掲書（３）、p61
28．皇族を始めとする東京、大阪、京都、横浜
神戸、名古屋と、これらの土地付近に居住し、
所得税額21円以上、もしくは営業税額61円以上
を納めた人物の氏名、職業、屋号、住所、営業
税額、所得税額、電話番号を記載したもの。
29．交詢社編『日本紳士録』、交詢社、1926、
p112
30．『大丸二百五拾年史』、大丸、1967、p258
31．『 実 業 の 日 本27（13）』、 実 業 の 日 本 社、
1924、p92
32．前掲書（31）、p93
33．前掲書（31）、pp94-95
34．1974年に生まれ、中学時代に正岡子規の門
に入り、俳句を学ぶ。1907年頃に対象をありの
ままに写す「写生」の概念を散文に当てはめた
写生文や小説を書くが、大正時代初期に俳諧に
復帰する。写生文は明治30年代初頭に正岡子規
が提唱した新文体。1959年没。
35．高浜虚子、「丸の内」、東京日日新聞初出、
1927年３月15 ～ 31日、青空文庫（2022/ ８/26
閲覧）https://www.aozora.gr.jp/cards/001310/
files/47742_37751.html
36．前掲書（３）、p61
37．『大正人名辞典Ⅱ（下）』、日本図書センター、

1989、pミ36
38．読売新聞、1929年４月５日朝刊、７頁
39．『株式会社阪急百貨店25年史』、阪急百貨店、
1976、p116
40．「最初の會社代表者は宮本壽之助氏にして、
支配人として元大阪大丸百貨店支配人美川多三
郎氏を聘し一切の頸營指導の任に當たらせたの
である」（長永義正『昭和十年七月調査　大連
市に於ける営業分布に関する調査』、大連商工
會議所、1936、p71）
41．木田開編輯『非常時国民全集産業篇』、中
央公論社、1934、p236
42．前掲書（41）、p236
43．前掲書（41）、p299
44．『 実 業 の 世 界23（ ６）』、 実 業 之 世 界 社、
1926、p31
45．『文芸春秋８（３）』、文芸春秋、1930、p129
46．朝日新聞、1926年９月３日朝刊、６頁
47．朝日新聞、1926年11月14日朝刊、10頁
48．朝日新聞、1928年９月25日朝刊、11頁
49．読売新聞、1928年11月23日朝刊、７頁
50．『婦女界36（５）』、婦女界社、1927、口絵
51．広告が出された新聞名や日付は不明だが、

「マネキンガール数名募集容姿上品にして、相
当教養のある十七八才より二十五才迄の女子日
給三円以上五円迄」という内容の募集が29日の
午後４時締め切りで出されていた。（『婦女界39

（２）』、婦女界社、1929、p209）
52．『 実 業 之 日 本32（ ７）』、 実 業 の 日 本 社、
1929、p173
53．『愛媛県史 社会経済４ 商 工』、1987、愛
媛 県 生 涯 学 習 セ ン タ ー（2022/ ９/10閲 覧 ）
https://www.i-manabi.jp/system/regionals/
regionals/ecode: ２/46/view/5926
54．『中央公論46（４）春季特轉號』、中央公論社、
1931、p295
55．テーブル、デスク、椅子、ラジオ、蓄音機、
ミシン、食卓机類、洋服類、本箱、箪笥、茶箪
笥、火鉢、敷物、風呂、金庫、弓矢、碁盤、名
宛印刷機、自転車（前掲書（54）、p294）

― 34 ―

共立女子大学家政学部紀要　第69号（2023）



56．前掲書（54）、p295
57．「丸ビル商店街の今昔」『丸ビルの世界』、
かのう書房、1980、p331
58．前掲書（54）、p368
59．『丸ビルの世界』では大正12年８月末現在
の賃借料と記載されているが、大丸が１階に出
張店を出したのは大正12年９月１日の関東大震
災直後である。
60．前掲書（54）、pp368-370
61．『実業の世界23（10）』、実業之世界社、1926、
p109
62．『実業之日本８（７）』、実業之日本社、1929、
p110
63．読売新聞、1929年４月５日朝刊、７頁
64．前掲書（45）、p124
65．東京朝日新聞社社会部編『明暗近代色　ペ
ンのジプシーとカメラのルンペン』、赤炉閣書
房、1931
66．『実業12（７）』、実業社、1928、p72
67．前掲書（66）、p72
68．前掲書（35）、2022/ ８/26閲覧
69．田村紫峰『恋の丸ビル』、カネー社、1925、

p19
70．前掲書（69）、p24
71．前掲書（45）、p125
72．前掲書（44）、p31
73．前掲書（66）、p72
74．前掲書（45）、p125
75．『婦女界33（６）』、婦女界出版社、1926.
p252
76．『婦女界34（５）』、婦女界出版社、1926.
p234
77．『 大 丸 二 十 年 史 』、 日 本 百 貨 店 通 信 社、
1940、p92
78．前掲書（77）、1940、p92

参考文献

山本武利『百貨店の文化史―日本の消費革命』、
世界思想社、1999
宮野力也『絵とき　百貨店の「文化史」』、日本
経済新聞社、2002
末田智樹『MINERVA現代経営学叢書㊶　日本
百貨店成立史―企業家の革新と経営組織の確
立―』、ミネルヴァ書房、2010

― 35 ―

丸菱呉服店の出現と消失




